
　寒さが厳しくなってくると、水道管や水道メーターな
どが凍結し、水が出なくなったり、破裂したりすること
があり、高い修理費用がかかる場合があります。そうし
たことを未然に防ぐ防寒対策や、緊急時の対応について
ご紹介します。ぜひ実践してみてください。

◆ 特に凍結しやすい場所
　・風当たりの強い場所にある水道管やメーター
　・北向きで日陰にある水道管やメーター
　・むき出しになっている水道管
　・家の外にある蛇口
◆ こんな時は注意
　・外気温が－4℃以下になった時
　・�旅行で家を留守にするなど、長期間水道を使用
しない時

◆ メーターボックス内を保温
　メーターボックスの中に、水道メーターを保護するよ
う保温材（発泡スチロールや布切れなどをビニール袋に
いれたもの）を詰めてください。

◆ 露出している水道管や蛇口を保温
　水道管や蛇口に保温材や毛布などを巻き付け、水に
濡れて凍らないように、その上から隙間なくビニールテー
プなどでしっかり巻いてください。
　また、加温式（電熱式）凍結防止器を利用する方法
もあります。

◆ 水を出しておく
　翌朝強い冷え込みが予想される時は、前夜から箸の
太さぐらいに水を少しずつ出しておくのも有効です。
※�出した分の水については、料金がかかりますので出し
過ぎにはご注意ください。お風呂の浴槽などにためる
ようにして、有効活用しましょう。

◆ ぬるま湯をかける
　凍った部分にタオルや布をか
ぶせ、必ず「ぬるま湯」をゆっ
くりとかけて溶かしてください。
熱湯をかけると、水道管が破裂
する恐れがありますので、必ず
ぬるま湯で溶かしてください。
※�蛇口を開けても水が出ない時
は、蛇口を開けたままにせず
必ず閉めてください。

◆ 市指定給水装置工事事業者へ修理を依頼
　水道管が破裂した時は、メーターボックス内の補助止
水バルブを閉めて水を止めます。応急処置として破裂し
た部分に布かテープをしっかり巻いて、市指定給水装置
工事事業者に修理の依頼をしてください。
※�指定の業者が分からない時は、水道お客さまセンター
に問い合わせるか、市ホームページで確認ください。

◆ 漏水していないかチェック！
　冬は、凍結による水道
管の破裂で漏水が発生し
やすくなります。｢いつも
と同じように使っていた
のに、急に水道料金が高
くなった｣「いつも地面や
壁が濡れている」という
場合は、水道メーターを
チェックしてみましょう。

◆ 漏水の調べ方
①�家庭内の水道の蛇口を全部閉める。トイレや給湯
器、散水栓などを使用していないことを確認。

②�メーターボックス内の水道メーターのパイロット
（上写真の丸い部分）を確認。
③�パイロットが少しでも回転している場合は漏水の
可能性があるので、早めに市指定給水装置工事事
業者に修理を依頼してください。

◆ 漏水による水道料金の減免制度
　地下漏水などについては、料金の一部を減免する
制度があります。水道お客さまセンターまでお問い
合わせください。

◆ 給水装置の修理は誰がするの？
　道路に埋設している水道管（配水管）から分かれ
て、家庭まで引き込まれた給水管・止水栓・補助止
水バルブ・水道メーター・蛇口などの給水用具をま
とめて「給水装置」といいます。これら給水装置は、
水道メーターを除いて使用者（所有者）の財産とな
ります。給水装置のうち公道部分については市で維
持管理していますが、民有地の凍結による水道管破
裂や老朽化による漏水などの修理費用は、使用者（所
有者）の負担となります。（図参照）
　漏水は、大切な水を無駄にするだけでなく、家庭
では思わぬ出費ともなりますので、日ごろから凍結
防止や給水装置の点検に努めましょう。

（図）

寒くなるこれからの季節
－家庭でも簡単にできる水道の凍結対策－

～凍結から水道管を守るために～

～凍結してしまったら～

～破裂してしまったら～

～水道料金が増えたら～

▲�検針の際に取り出しやすいように、小袋に分けて入れ
てください。

▲�メーターボックス内を発泡スチロールや布などで保温
します。

■問い合わせ■
水道お客さまセンター　☎ 52-0427
市ホームページで確認 

（http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/）
[ くらし→上下水道→上水道→
水道工事は指定給水装置工事事業者へ ]

　介護職員として就職し、地域活性化プロジェクト「フロイデＤＡＮ」でも活動して
います。私が働いているフロイデ総合在宅サポートセンター大宮には、大宮アクティ
ビティセンターがあり、パン作り教室や大正琴教室、カフェを利用した敬老会を開催
するなど、地域の人たちとの交流の場となっています。
　今回、フロイデＤＡＮでは施設内や、周りにあるリハビリ公園を利用し、常陸大宮
市で地域住民の方が世代を超えて気軽に集まれる場所を作り、孤立の防止、ヘルスリ
テラシー向上や、つながりの強化により必要な時に力を貸してといえるような関係づ
くりを行いたいと、「ひたちおおみや楽市」を開催しました。第１回はあいにくの天
候でリハビリ公園での模擬店や室外イベントは行えませんでしたが、野菜の販売や駄

菓子の詰め合わせ、カフェでの交流や医療・介護相談を行いました。
　今後は室外でのイベントや、模擬店、催し物も行い、地域の子どもから大人まで参加した交流の場を得ら
れるように、毎月開催していきます。地域と施設の距離が近くなり、支えあいながら誰もが住みやすいまち
づくりに今後も取り組みたいと思っています。

いっしょにまちづくり

医療法人博仁会
寺門　希

の ぞ み

望

―水は限りある資源です。大切に使いましょう―
■問い合わせ■　水道お客さまセンター　☎ 52-0427
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